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序章　広島・長崎と表象の政治

1

序
章　

広
島
・
長
崎
と
表
象
の
政
治

　

本
書
は
、
広
島
の
原
爆
の
記
憶
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
劇
映
画
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』（H

iroshim
a M

on 

A
m

our

：
一
九
五
九
年
／
邦
題
『
二
十
四
時
間
の
情
事
』）を
舞
台
廻
し
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
広
島
・
長
崎
と
被
爆
者
の
表
象
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
映
画
は
欧
米
に
お
い
て
高
い
知
名
度
を
誇
っ
て
き
た
が
、
日
本
で
の
認
知
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
日
本
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
な
い
映
画
が
ど
う
し
て
、
欧
米
で
は
広
島
を
描
い
た
「
代
表
的
」
な
映
画
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か）

1
（

。

　

最
初
に
述
べ
て
お
く
と
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
、
広
島
の
原
爆
に
つ
い
て
の
作
品
で
は
な
い
。
原
爆
後
の
広
島
を
表
象
し

よ
う
と
試
み
、
そ
れ
を
「
し
損
な
っ
た
」
映
画
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
被
爆
者
は
出
て
く
る
が
、
そ
れ
は
も
の
言
わ

ぬ
映
像
と
し
て
で
あ
る
。
彼
ら
の
声
も
物
語
も
、
伝
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
被
爆
者
の
内
実
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
映
画
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
被
爆
者
の
映
像
の
大
半
は
、
日
本
の
原
爆
映
画
か
ら
借
り
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
映
画
が
欧
米
で
支
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
本
書
で
は
こ
れ
ま
で

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
の
受
容
に
お
い
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
側
面
に
光
を
あ
て
て
い
る
。
そ
れ
は
、
被
爆
者
が
生
き
た
戦
後
の
広



2

島
・
長
崎
と
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
こ
の
映
画
で
映
像
が
使
わ
れ
た
日
本
の
原
爆
映
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
と
そ
の
批
評
が
捨
象
し
て
き
た
も
の
を
吟
味
す
る
中
で
、
彼
我
の
知
識
の
隔

た
り
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
。

　

本
書
で
は
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
歩
を
進
め
て
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
の
従
来
の
解
釈
と
、
脚
本
を
書
い
た
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ

ュ
ラ
ス
の
主
張
に
反
論
し
な
が
ら
、
監
督
の
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
亀
井
文
夫
を
対
比
す
る
。
さ
ら
に
初
期

の
原
爆
映
画
の
系
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
、
新
藤
兼
人
、
黒
澤
明
、
今
村
昌
平
、
諏す

訪わ

敦の
ぶ

彦ひ
ろ

ら
の
作
品
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
林
京
子
や
大

田
洋
子
ら
に
よ
る
原
爆
文
学
も
考
察
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
論
考
の
過
程
で
、
原
爆
に
か
か
わ
る
作
品
が
い
か
に
、
占
領
、
復
興
、
被
爆
者
支
援
、
反
核
運
動
、
日
米
関
係
、
植
民
地
主

義
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
表
象
と
検
閲
、
近
代
主
義
と
建
築
、
人
種
・
民
族
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
、
模
倣
と
ト
ラ
ウ
マ
と
い
っ
た
幅
広
い
問
題
群
と
切
り
結
ん
で
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
議
論
の
軸
足
は
、
基
本
的
に
は

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
が
製
作
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
に
置
く
が
、
全
体
の
射
程
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
ま
で

ま
た
が
っ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
、
戦
後
世
界
の
基
本
的
な
道
筋
が
定
ま
っ
た
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
原
爆
や

被
爆
者
の
表
象
が
、
そ
の
後
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
具
体
的
な
議
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
『
ヒ
ロ
シ
マ
・

モ
ナ
ム
ー
ル
』
が
ど
の
よ
う
な
映
画
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
か
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
産
業

　
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
の
原
爆
攻
撃
か
ら
一
四
年
後
の
一
九
五
九
年
に
公
開
さ
れ
た）

2
（

。
監
督
は
ア

ラ
ン
・
レ
ネ
、
脚
本
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
、
主
演
は
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
リ
ヴ
ァ
と
岡
田
英
次
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
・
フ

ィ
ル
ム
と
大
映
な
ど
に
よ
る
日
仏
共
同
製
作
で
あ
る
。
映
画
評
論
家
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
モ
ナ
コ
に
よ
る
と
、
主
要
登
場
人
物
は
日
仏
両
国
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3

か
ら
一
人
ず
つ
、
主
要
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
も
両
国
で
少
な
く
と
も
一
つ
は
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地
の
技
術
陣
が
携
わ
る
、
と
い
う
取
り

決
め
が
な
さ
れ
て
い
た）

3
（

。
だ
が
監
督
・
脚
本
は
も
ち
ろ
ん
、
岡
田
の
セ
リ
フ
も
含
め
全
編
フ
ラ
ン
ス
語
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
外

で
は
日
仏
合
作
と
い
う
よ
り
、
単
に
フ
ラ
ン
ス
映
画
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

公
開
以
来
、
文
学
、
映
画
研
究
、
精
神
分
析
、
歴
史
学
、
ト
ラ
ウ
マ
研
究
な
ど
北
米
の
人
文
学
の
多
く
の
分
野
で
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ

ナ
ム
ー
ル
』
は
研
究
対
象
と
し
て
活
発
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
現

在
も
進
行
中
で
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
産
業
」
と
い
っ
て
も
い
い
ぐ
ら

い
の
活
況
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
比
較
文
学
協

会（A
m
erican Com

parative Literature A
ssociation

）年
次
総
会
で
は
、
私
を

含
め
、
映
画
の
作
品
名
を
発
表
の
タ
イ
ト
ル
に
含
め
て
い
た
り
、
タ
イ
ト
ル
で

は
明
記
し
て
い
な
く
て
も
中
心
課
題
と
し
て
論
じ
て
い
た
発
表
者
が
少
な
か
ら

ず
い
た
。
彼
ら
が
属
す
る
複
数
の
パ
ネ
ル
で
、
こ
の
映
画
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
参
加
者
は
若
手
か
ら
中
核
世
代
に
広
く
ま
た
が
っ
て
い

た
。
彼
ら
は
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
に
関
心
を
も
つ
厖
大
な
層
の
一
部

で
あ
り
、
そ
の
活
躍
と
と
も
に
、
今
後
も
本
作
品
に
関
す
る
知
識
の
生
産
は
途

切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
制
作
か
ら
約
六
〇
年
と

い
う
時
間
の
経
過
を
考
え
る
と
、
こ
の
息
の
長
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　

北
米
の
人
文
系
研
究
者
が
よ
く
使
用
す
る
英
語
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｊ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｒ
で
検
索
し
て
も
、「H

iroshim
a M

on A
m
our

」
は
学
術
論
文
や
学
術

『ヒロシマ・モナムール』撮影風景（左からアラン・レネ，エマニュ
エル・リヴァ，岡田英次）．1959 年．写真：Album／アフロ．
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書
籍
の
表
題
、
章
題
な
ど
と
し
て
一
八
九
九
件
も
登
場
す
る
。
ち
な
み
に
「Steven Spielberg

」
は
四
八
〇
八
件
、「A

kira K
urosa-

w
a

」
は
二
〇
九
二
件
、「H

ayao M
iyazaki

」
は
四
〇
八
件
で
あ
る
。
監
督
し
た
全
作
品
が
対
象
と
な
る
上
記
と
比
べ
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・

モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
一
作
品
で
こ
れ
だ
け
の
数
に
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
い
か
に
多
く
の
批
評
が
な
さ
れ
て
き
た
か
を
示
し
て
い
る）

4
（

。
映

画
フ
ァ
ン
向
け
の
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「Film

 Reference

」
を
見
て
も
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
の
参
考
文
献
と
し
て
、
少

な
く
な
い
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
映
画
が
公
開
さ
れ
た
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
英
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
は
八
点
・
論
文
一
九
点
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
書
籍
三
点
・
論
文
五
点
、
一
九
八
〇
年
代
は
書
籍
一

一
点
・
論
文
五
点
、
一
九
九
〇
年
代
は
書
籍
二
点
・
論
文
七
点
に
上
る（
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
）。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
上
に
あ
る
厖
大
な
研
究
の
一
部
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
他
の
名
作
映
画
に
も
引
け
を
と
ら
な
い）

5
（

。
研
究
者
の
あ
い
だ
で
も

映
画
好
き
の
あ
い
だ
で
も
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
綿
々
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

レ
ネ
と
デ
ュ
ラ
ス
の
パ
ワ
ー
テ
キ
ス
ト

　

こ
う
し
た
高
い
注
目
度
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
が
こ
の
映

画
を
監
督
し
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
ア
イ
コ
ン
的
存
在
で
あ
る
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
が
脚
本
を
書
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る）

6
（

。
こ
と

に
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
少
女
時
代
を
題
材
に
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
愛
人
』（L

’am
ant

：
一
九
八
四
年
）で
知
ら
れ
る
デ
ュ
ラ
ス
人
気

の
影
響
は
大
き
い
。
デ
ュ
ラ
ス
は
北
米
の
学
界
で
制
度
的
に
確
立
さ
れ
た
研
究
分
野
で
あ
る
女
性
文
学（w

om
en ’s literature

ま
た
は

w
om

en ’s w
riting

）で
も
、
よ
く
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
作
家
で
あ
る
。
精
神
分
析
に
お
い
て
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
が
名
指
し
で
、

享
楽（jouissance

）や
現
実
界
、
大
文
字
の
他
者
な
ど
、
彼
の
理
論
の
参
照
点
と
な
る
作
品
を
デ
ュ
ラ
ス
が
書
い
て
い
る
、
と
言
及
し
て

い
る
ほ
ど
だ
。

　

一
九
九
〇
年
代
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
研
究
で
も
、
記
憶
や
忘
却
が
中
心
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
中
で
、
英
文
学
者
の
キ
ャ
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シ
ー
・
カ
ル
ー
ス
ら
が
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
こ
の
映
画
に
焦
点
が
あ
て

ら
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
論
考
に
つ
い
て
は
第
4
章
で
論
じ
る
が
、
こ
こ
で
先
行
文
献
の
例
を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
映

画
『
め
ま
い
』（V

ertigo

：
一
九
五
八
年
）と
比
較
し
た
映
画
評
論
家
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ラ
イ
ド
ル
に
よ
る
一
九
七
〇
年
代
後
半

の
分
析
、
ト
ラ
ウ
マ
的
主
体
の
遅
延（deferral

）や
転
置（displacem

ent

）、
反
復（repetition

）に
注
目
し
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
者
の
シ
ャ

ロ
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
に
よ
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
考
察
、「
男
性
／
時
間
、
女
性
／
空
間
」
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
比
較
文
学
研
究
者

の
キ
ャ
ラ
ロ
イ
ン
・
モ
ー
セ
ン
な
ど
に
よ
る
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
批
評
が
あ
り
、
そ
の
時
々
に
人
文
研
究
で
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
と
切
り

結
ぶ
形
で
、
こ
の
映
画
が
分
野
を
ま
た
ぎ
横
断
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る）

7
（

。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
う

し
た
研
究
対
象
に
な
る
の
は
、
映
画
と
し
て
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
だ
け
で
は
な
く
、
脚
本
と
し
て
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム

ー
ル
』
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ュ
ラ
ス
が
世
界
的
な
知
名
度
を
得
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
映
画
よ
り
脚
本
が
批
評
の

対
象
に
な
る
例
が
増
え
て
い
る
。『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
が
こ
れ
だ
け
の
影
響
力
を
も
つ
「
パ
ワ
ー
テ
キ
ス
ト
」
と
な
っ
た
背
景

に
は
、
映
像
の
テ
ク
ス
ト
と
文
字
の
テ
ク
ス
ト
が
と
も
に
表
象
の
場
に
乗
り
入
れ
て
、
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る）

8
（

。

西
洋
中
心
主
義
的
な
解
釈

　

こ
こ
で
、
映
画
の
筋
を
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。
幕
開
け
か
ら
冒
頭
の
一
五
分
間
に
か
け
て
、
原
爆
で
重
傷
を
負
っ
た
被
爆
者
、
病
院

や
原
爆
資
料
館
、
復
興
し
た
広
島
市
街
な
ど
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
組
み
あ
わ
せ
た
映
像
が
次
々
に
登
場
す
る
。
や
や
強

迫
的
な
ト
ー
ン
の
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
る
中
、
合
間
で
時
々
「
あ
な
た
は
広
島
で
何
も
見
な
か
っ
た
」「
私
は
広
島
で
す
べ
て

を
見
た
」
と
い
っ
た
男
女
の
あ
い
だ
の
謎
め
い
た
会
話
が
、
ボ
イ
ス
オ
ー
バ
ー
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
シ
ー
ク
エ
ン

ス
の
後
、
会
話
の
主
で
あ
る
男
女
が
姿
を
現
す
。
平
和
を
テ
ー
マ
と
す
る
映
画
に
出
演
す
る
た
め
、
原
爆
攻
撃
か
ら
十
数
年
後
の
広
島
を

訪
問
中
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
女
優
と
、
地
元
広
島
に
住
む
建
築
家
の
日
本
人
男
性
で
あ
る
。
二
人
と
も
配
偶
者
は
い
る
が
、
広
島
で
偶
然
出
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会
い
、
一
時
的
に
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
二
人
に
名
前
は
な
い
。

　

以
後
、
ラ
ス
ト
ま
で
の
七
五
分
間
は
、
こ
の
二
人
が
広
島
の
街
で
一
緒
に
時
を
過
ご
す
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
中
で
時
折
、
フ
ラ
ン

ス
人
女
性
の
記
憶
の
中
の
情
景
が
挿
入
さ
れ
る
。
二
人
が
画
面
に
登
場
し
て
ま
も
な
く
、
そ
う
し
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
シ
ー
ン
が
出

て
く
る
。
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
日
本
人
男
性
の
姿
を
見
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
は
突
然
、
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
的
出
来
事
を
思
い

だ
す
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
支
配
下
の
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
で
、
か
つ
て
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
男
性
と
、
そ
ば

に
い
る
日
本
人
男
性
が
、
彼
女
の
記
憶
の
中
で
重
な
り
あ
う
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
は
日
本
人
男
性
に
、
占
領
軍
兵
士
だ
っ
た
恋
人

の
ド
イ
ツ
人
男
性
は
狙
撃
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
話
す
。
そ
し
て
、
自
分
は
裏
切
り
者
と
し
て
、
衆
目
の
前
で
頭
を
剃
ら
れ
通
り
を
歩

か
さ
れ
た
こ
と
、
以
後
し
ば
ら
く
自
分
は
狂
気
の
縁
に
あ
っ
た
と
打
ち
明
け
る
。
そ
う
し
た
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
二
人
は
原
爆
ド
ー

ム
の
側
に
あ
る
カ
フ
ェ
、
広
島
駅
の
待
合
室
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
と
い
う
名
の
バ
ー
な
ど
を
転
々
と
し
た
末
、
最
後
に
ま
た
ホ
テ
ル
の
部
屋

に
戻
り
、
互
い
を
「
ヒ
ロ
シ
マ
」「
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
」
と
呼
び
あ
う
。

　

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
映
画
の
様
相
が
色
濃
い
こ
と
、
様
々
な
解
釈
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
理
論
的
冒
険
の
実
験
場
と
し
て

こ
の
映
画
が
珍
重
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
あ
ら
す
じ
か
ら
見
て
と
れ
る
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
解
釈
の
試
み
が
西
洋
中
心
的
な
文
脈

で
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
で
循
環
し
て
い
く
と
い
う
限
定
さ
れ
た
枠
組
の
中
で
実
践
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
前
述
し
た
先
行
文
献

も
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
の
文
学
や
映
画
、
批
評
理
論
を
主
要
テ
ク
ス
ト
と
す
る
人
文
系
の
分
野
で
発
表
さ
れ
た

も
の
だ
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
日
本
ま
た
は
日
本
語
に
お
け
る
文
脈
は
無
視
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
北
米

の
日
本
文
学
や
映
画
な
ど
の
研
究
は
、
日
本
語
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
研
究
者
の
視
座
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
作
品
は
異
な
る
研
究
分
野
の
は

ざ
ま
に
落
ち
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る）

9
（

。
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ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
vs.
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
構
図

　

比
較
文
学
の
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況
に
斬
り
込
ん
だ
の
が
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
北
米
の
女
性
文
学
研
究
は
元
々
、
書
く
手
段

を
独
占
し
て
き
た
白
人
男
性
作
家
に
抗
し
て
、「
書
か
れ
る
客
体
」
で
は
な
く
「
書
く
主
体
」
と
な
る
こ
と
を
模
索
し
た
女
性
作
家
の
作

品
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
デ
ュ
ラ
ス
は
独
自
の
文
学
性
を
切
り
開
い
た
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
チ
ョ
ウ
は
『
ヒ
ロ

シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
に
お
け
る
彼
女
の
文
学
世
界
は
、「
男
性
」
で
あ
る
こ
と
の
代
わ
り
に
「
白
人
」
で
あ
る
こ
と
を
特
権
化
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
、
と
痛
烈
に
批
判
し
た）

10
（

。

　

デ
ュ
ラ
ス
は
映
画
公
開
後
ま
も
な
く
出
版
し
た
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
の
脚
本
の
梗
概（synopsis

）で
、
既
存
の
日
本
の
原
爆

映
画
は
恐
怖
で
恐
怖
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
注
文
を
受
け
て
つ
く
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
、
と
揶
揄
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
自
分
た
ち
の
制
作
し
た
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
そ
う
し
た
「
注
文
制
作
」
映
画
と
は
異
な
り
、
広
島
の
教

訓
を
よ
り
深
く
探
究
し
た
も
の
だ
と
位
置
づ
け
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
チ
ョ
ウ
は
、
デ
ュ
ラ
ス
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
対
す
る
と
こ
ろ

の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
映
画
、
と
い
う
図
式
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
れ
に
西
洋
と
非
西
洋
、
白
人
と
非
白
人
、
個
人（
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
）と

集
団（
広
島
ま
た
は
日
本
全
体
）を
あ
て
は
め
、
暗
黙
の
う
ち
に
前
者
の
優
越
を
是
認
す
る
文
化
的
な
帝
国
主
義
を
表
象
の
政
治
に
も
ち
込
ん

だ
、
と
指
摘
し
た
。
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
は
、
前
者
の
優
位
性
は
ま
さ
に
、「
表
層
的
な
事
実
し
か
提
示
し
な
い
リ
ア
リ
ズ
ム
│
非
西
洋
│

非
白
人
│
集
団
」
と
い
う
後
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
創
出
に
全
面
的
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
抜
き
に
は
存
在
し
得
な
い
も
の
だ
っ
た）

12
（

。
言

い
換
え
れ
ば
、
デ
ュ
ラ
ス
に
よ
る
図
式
化
は
、
劣
位
に
あ
る
後
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
踏
み
台
と
し
て
利
用
し
た
、
実
体
の
な
い
空
っ
ぽ
の

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン（signifier

：
記
号
表
現
）な
の
で
あ
る
。「
深
遠
な
哲
学
を
内
包
す
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
│
西
洋
│
白
人
│
個
」
と
い
う

優
位
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
内
容
は
、
こ
の
劣
位
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
優
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
事
後
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

日
本
の
読
者
に
対
し
て
こ
こ
で
い
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
日
本
に
占
領
さ
れ
た
香
港
の
出
身
で
あ
る
チ
ョ
ウ
が
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あ
え
て
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
は
広
島
を
公
平
に
扱
っ
て
い
な
い
、
と
発
言
す
る
こ
と
自
体
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
こ
と
だ
。
チ
ョ
ウ
が
こ
の
批
判
を
行
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
香
港
で
は
、
戦
時
中
の
日
本
の
過
酷
な
支
配
に
対
す
る
否
定
的
な

感
情
が
依
然
と
し
て
強
く
、
表
立
っ
て
口
に
す
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
原
爆
攻
撃
を
肯
定
す
る
人
々
は
少
な
く
な
か
っ
た）

13
（

。

ア
メ
リ
カ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
活
動
し
て
い
る
と
は
い
え
、
チ
ョ
ウ
が
あ
え
て
政
治
的
な
リ
ス
ク
を
取
っ
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
発
言
を

し
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
承
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

チ
ョ
ウ
は
ま
た
、
経
験
や
政
治
的
な
文
脈
よ
り
、
理
論
的
な
複
雑
さ
と
深
遠
さ
を
重
視
す
る
一
部
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
を
批
判
し
た
。

チ
ョ
ウ
が
問
題
に
し
た
、
政
治
に
対
す
る
理
論
の
優
越
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
こ
う
。『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
の
解

釈
が
、
欧
米
中
心
的
な
文
脈
で
な
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ロ
シ
マ
が
も
つ
政
治
的
な
側
面
へ
の
関
与
を
避
け
、
理
論
的
な
探
究
を

優
先
し
て
き
た
と
し
た
な
ら
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
政
治
的
な
立
場
の
表
明
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
者
た
ち

は
「
広
島
」
と
い
う
言
葉
が
避
け
が
た
く
も
つ
政
治
的
な
重
み
と
、
正
面
か
ら
向
き
あ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

た
だ
、
日
本
研
究
が
専
門
で
は
な
い
チ
ョ
ウ
は
日
本
に
つ
い
て
の
文
脈
を
掘
り
下
げ
て
は
お
ら
ず
、
他
の
人
文
系
の
研
究
者
の
分
析
と

同
様
、
彼
女
の
解
釈
の
中
で
も
、
日
本
人
男
性
の
主
人
公
は
「
理
解
で
き
な
い
、
不
可
解
な
他
者
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
映
画
の
決
定
的
要
素
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
ず
っ
と
無
視
さ
れ
て
き
た
日
本
に
関
す
る
文
脈
を
掘
り
起
こ
し
、
日
本
人

男
性
の
側
か
ら
こ
の
映
画
を
解
釈
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
書
の
狙
い
の
一
つ
で
あ
る）

14
（

。
そ
の
た
め
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
が

つ
く
ら
れ
た
一
九
五
〇
年
代
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
れ
に
連
な
る
日
本
の
戦
前
の
歴
史
や
戦
後
の
反
核
運
動
、
日
本
の
原
爆
映
画
の
系
譜
、

被
爆
者
行
政
の
あ
り
方
な
ど
多
彩
な
側
面
を
検
討
し
て
い
る
。

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
取
り
上
げ
る
理
由

　

議
論
を
進
め
る
前
に
も
う
一
つ
整
理
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
舞
台
廻
し
に
使
う
よ
う
な
、
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迂
遠
な
ま
ね
を
す
る
の
か
。
な
ぜ
日
本
の
原
爆
映
画
と
被
爆
者
の
表
象
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
取
り
上
げ
な
い
の
か
。
そ
う
し
た
疑
問
を
も
つ

人
も
お
そ
ら
く
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
私
の
目
的
の
一
つ
は
、
既
存
の
日
本
研
究
の
枠
組
を
超
え
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
場
に
、
原
爆

と
被
爆
者
の
表
象
に
つ
い
て
の
議
論
を
も
ち
こ
み
、
幅
広
い
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
欧
米
中
心
的
な
文
脈
で
し
か
こ
の

映
画
を
解
釈
し
な
い
研
究
者
た
ち
が
、
日
本
の
文
脈
を
含
め
た
議
論
を
知
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
あ
え
て
研
究
分

野
を
「
越
境
」
し
、
通
常
は
日
本
研
究
の
対
象
と
な
る
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た）

15
（

。

　

と
い
う
の
は
、
原
爆
に
関
心
が
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
北
米
の
人
文
学
研
究
に
お
い
て
、「
日
本
の
」
ま
た
は
「
日
本
語
に
よ

る
」
表
象
の
み
を
取
り
扱
う
と
、
多
く
の
読
者
を
あ
ら
か
じ
め
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
の
表
象
に
関
し
て
い
え

ば
、
驚
く
こ
と
に
、
多
く
の
北
米
の
人
文
学
の
研
究
者
は
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
や
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
の
ル
ポ
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
な
ど
を
取
り
上
げ
て
す
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い）

16
（

。
背
景
に

は
、
こ
の
二
点
が
英
語
、
ま
た
は
彼
ら
の
文
化
資
本
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
こ
れ
ら
は
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
彼
ら
の
文
化
の
枠
内
に
属
す
る
研
究
対
象
に
な
る
の
で
あ
る）

17
（

。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ュ
ラ
ス
と
レ
ネ
と
い

う
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
「
大
物
」
が
携
わ
り
、
様
々
な
理
論
が
応
用
可
能
な
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
属
す
る
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー

ル
』
と
、
世
界
各
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
い
う
言
葉
を
国
際
通
貨
と
し
て
普
及
さ
せ
た
ハ
ー
シ
ー
の
『
ヒ
ロ
シ

マ
』
で
は
、
全
体
の
知
的
地
図
に
お
い
て
配
置
さ
れ
る
場
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
付
記
し
て
お
く）

18
（

。

　

だ
が
「
日
本
の
」
ま
た
は
「
日
本
語
に
よ
る
」
テ
ク
ス
ト
だ
と
、
た
と
え
英
語
字
幕
や
英
訳
の
存
在
す
る
作
品
で
も
、
そ
れ
は
日
本
と

い
う
ア
ジ
ア
の
／
異
文
化
の（
異
人
種
・
異
民
族
と
い
う
意
味
を
言
外
に
含
む
）／
歴
史
も
文
化
的
伝
統
も
社
会
的
背
景
も
異
な
る
テ
ク
ス
ト
だ

と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
爆
し
た
日
本
人
著
者
の
作
品
が
英
訳
さ
れ
て
い
て
も
、
多
く
の
場
合
素
通
り
さ
れ
て
し
ま
う
。

あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
「
差
異
」
を
無
視
し
て
「
西
洋
文
化
」
の
産
物
と
ひ
と
し
な
み
に
扱
う
こ
と
は
、
非
西
洋
に
対
す
る
西
洋
の
暴
力

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る）

19
（

。
ゆ
え
に
相
手
と
の
「
差
異
」
を
尊
重
し
な
い
と
い
う
「
文
化
的
野
蛮
行
為
」
を
犯
さ
な
い
よ
う
、「
日
本
の
」
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ま
た
は
「
日
本
語
に
よ
る
」
テ
ク
ス
ト
は
、
専
門
家
で
あ
る
日
本
研
究
者
に
任
せ
、
敬
し
て
遠
ざ
け
る
の
が
無
難
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る）

20
（

。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
一
つ
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
でPh. D

.

を
修
得
す
る
た
め
に
学
ん
だ
が
、
そ
の
際
、
専
門

の
日
本
研
究
や
ア
ジ
ア
研
究
の
外
に
あ
る
人
文
系
他
学
部
の
大
学
院
の
授
業
や
、
海
外
か
ら
研
究
者
が
集
ま
る
批
評
理
論
の
国
際
セ
ミ
ナ

ー
に
よ
く
参
加
し
た
。
そ
れ
ら
は
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
行
な
わ
れ
る
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
の
場
だ
っ
た
。
し
か
し
英
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
の
テ
ク
ス
ト
や
作
者
、
批
評
家
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
中
で
、
私
が
日
本
や
日
本
語
の
テ
ク
ス
ト
に
言

及
し
た
と
き
の
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
教
員
や
学
生
の
反
応
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
例
に
語
り
、
議
論
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
私
の
言
葉
を
静
か
に
傾
聴
し
た
後
、
彼
ら
は
ま
る
で
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、「
と
こ
ろ
で
」
と
ま

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
の
テ
ク
ス
ト
の
話
に
戻
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
こ
で
私
が
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
話
題
に
し
て
い
た
ら
、

彼
ら
は
頷
い
て
難
な
く
応
答
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
で
日
本
の
近
代
思
想
や
哲
学
、
批
評
な
ど
、
彼
ら
に
「
認
知
」
さ
れ
て
い
な

い
言
説
を
も
ち
だ
す
と
、
窓
か
ら
飛
ん
で
入
っ
て
き
た
虫
に
少
し
会
話
が
遮
ら
れ
る
の
と
、
た
い
し
て
変
わ
ら
な
い
反
応
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。
私
の
よ
う
に
自
分
の
研
究
分
野
以
外
の
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
受
講
す
る
学
生
は
少
な
く
、
そ
う
し
た
発
言
自
体
が

お
そ
ら
く
例
外
的
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
こ
の
風
景
が
現
在
、
ま
っ
た
く
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

デ
ュ
ラ
ス
に
反
論
す
る

　

こ
こ
で
再
び
日
本
の
原
爆
映
画
を
、
単
な
る
「
注
文
制
作
」
映
画
、
と
脚
本
で
い
っ
た
デ
ュ
ラ
ス
の
コ
メ
ン
ト
に
戻
ろ
う
。
デ
ュ
ラ
ス

の
脚
本
は
現
在
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』
を
研
究
対
象
と
す
る
際
、
必
ず
参
照
さ
れ
る
影
響
力
の
大
き
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
デ

ュ
ラ
ス
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
日
本
の
原
爆
映
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
タ
イ
ト
ル
も
言
及
さ
れ
ず
内
容
の
検
証
も
さ
れ
な
い
ま
ま
、




